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〈
履
歴
〉

昭
和
五
三
年　

三
月　

三
重
県
立
桑
名
高
等
学
校
理
数
科
卒
業

昭
和
五
八
年　

三
月　

東
京
工
業
大
学
高
分
子
工
学
科
卒
業

昭
和
五
八
年　

四
月　

�

東
京
工
業
大
学
理
工
学
研
究
科　

社
会
工
学
専
攻　

修
士
課
程
入
学

昭
和
六
〇
年　

三
月　

�

東
京
工
業
大
学
理
工
学
研
究
科　

社
会
工
学
専
攻　

修
士
課
程
修
了

昭
和
六
〇
年　

四
月　

�

東
京
工
業
大
学
理
工
学
研
究
科　

社
会
工
学
専
攻　

博
士
課
程
入
学

平
成　

二
年　

三
月　

�

東
京
工
業
大
学
理
工
学
研
究
科　

社
会
工
学
専
攻　

博
士
課
程
単
位
取
得
後
退
学

平
成　

三
年　

四
月　

�

日
本
大
学
生
産
工
学
部　

非
常
勤
講
師
（
平
成
七
年
三
月
ま
で
）

平
成　

三
年　

四
月　

�

九
州
大
学
石
炭
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
学
外
研
究
員

平
成　

三
年　

四
月　

�

早
稲
田
大
学
現
代
政
治
経
済
研
究
所
特
別
研
究
員
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

平
成　

三
年　

四
月　

�

富
士
短
期
大
学　

非
常
勤
講
師
（
平
成
七
年
三
月
ま
で
）

平
成　

七
年　

四
月　

�

九
州
共
立
大
学　

経
済
学
部
専
任
講
師

平
成
一
〇
年
一
一
月　

�

九
州
共
立
大
学　

経
済
学
部
助
教
授
（
平
成
一
六
年
一
一
月
ま
で
）

平
成
一
六
年
一
二
月　

�

九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
教
授
（
平
成
一
七
年
三
月
ま
で
）
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平
成
一
六
年
一
二
月　

�

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
兼
担

平
成
一
七
年　

四
月　

�

九
州
大
学　

附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
（
産
業
経
済
資
料
部
門
）
教
授

平
成
一
九
年　

四
月　

�

九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
館
長
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
一
年　
　
　
　

�

九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
兼
任
（
現
在
に
至
る
）

平
成
二
二
年　
　
　
　

�
福
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
会
専
門
委
員
（
史
跡
部
会
） （
現
在
に
至
る
）

平
成
二
二
年　

七
月　

�
九
州
大
学
大
学
院
統
合
新
領
域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
（
修
士
課
程
）　

教
授  

Ｍ
○
合

平
成
二
三
年　

四
月　

�

九
州
大
学
統
合
新
領
域
学
府
兼
担

平
成
二
四
年　

四
月　

�

九
州
大
学
統
合
新
領
域
学
府
副
学
府
長
（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
長
、
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
四
年　

八
月　

�

九
州
大
学
大
学
院
統
合
新
領
域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
（
博
士
課
程
）　

教
授 

Ｄ
○
合

平
成
二
五
年　
　
　
　

�

独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（JO

G
M

E
C

）、
入
札
監
視
委
員
会　

委
員
（
平
成
二
八
年
度
ま
で
）

平
成
二
九
年　
　
　
　

�

独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（JO

G
M

E
C

）
入
札
監
視
委
員
会　

委
員
長
（
現
在
に
至
る
）

平
成
三
〇
年　
　
　
　

�

福
岡
県
立
博
多
青
松
高
等
学
校
、
博
多
青
松
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム　

D
-L

obo

（
高
大
連
係
授
業　

2
コ
マ
～
3
コ
マ
毎
年
担
当
し
、
現
在
に

至
る
）

令
和　

六
年　

四
月　

�

九
州
大
学
統
合
新
領
域
学
府
副
学
府
長
（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
長
、
令
和
七
年
三
月
ま
で
）

付
記　

�

東
京
工
業
大
学
大
学
院
進
学
後
、
香
西
泰
教
授
の
紹
介
で
、
東
京
大
学
本
郷
の
中
村
隆
英
教
授
の
ゼ
ミ
に
参
加
し
た
。

　
〈
業
績
〉

【
一
九
八
四
年
】

〔
発
表
〕「
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
輸
入
杜
絶
と
合
成
染
料
の
工
業
化
―
軍
・
企
業
・
農
商
務
省
の
対
応
―
」（
日
本
科
学
史
学
会
、
京
都
大
学
、
昭
和
五
九
年
六
月
）
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【
一
九
八
五
年
】

〔
論
文
〕
修
士
論
文「
人
造
石
油
製
造
計
画
と
そ
の
挫
折
―
戦
前
日
本
の
液
体
燃
料
問
題
―
」（
東
京
工
業
大
学
、
学
位
記
六
〇
年
三
月
二
六
日
、
昭
和
六
〇
年
二
月
）

〔
発
表
〕「
海
軍
燃
料
廠
に
お
け
る
石
炭
液
化
研
究
」（
日
本
科
学
史
学
会
、
立
正
大
学
、
昭
和
六
〇
年
六
月
）

〔
発
表
〕「
対
米
英
蘭
戦
争
と
人
造
石
油
計
画
の
挫
折
―
「
臥
薪
嘗
胆
」
の
背
景
―
」（
軍
事
史
学
会
、
日
本
大
学
、
昭
和
六
〇
年
九
月
）

【
一
九
八
六
年
】

〔
そ
の
他
〕「
ご
教
示
い
た
だ
い
た
思
い
出
」（「
江
口
孝
回
想
録
」
編
集
委
員
会
『
江
口
孝
回
想
録
』、
非
売
品
、
昭
和
六
一
年
三
月
、
233
～
236
頁
）

〔
発
表
〕「
海
軍
燃
料
廠
の
取
組
ん
だ
メ
タ
ノ
ー
ル
工
業
化
と
そ
の
展
開
」（
化
学
史
学
会
、
日
本
大
学
商
学
部
、
昭
和
六
一
年
一
〇
月
）

【
一
九
八
七
年
】

〔
論
文
〕「
対
英
米
蘭
開
戦
と
人
造
石
油
製
造
計
画
の
挫
折
―
「
臥
薪
嘗
胆
」
論
の
背
景
―
」（
日
本
歴
史
、
465
号
、
昭
和
六
二
年
二
月
、
61
～
78
頁
）

〔
論
文
〕「
海
軍
燃
料
廠
の
石
炭
液
化
研
究
―
戦
前
日
本
の
技
術
開
発
―
」（
化
学
史
研
究
、
41
号
、
昭
和
六
二
年
一
二
月
、
164
～
175
頁
）

【
一
九
八
八
年
】

〔
論
文
〕「
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
の
国
際
政
治
観
の
再
検
討
―
そ
の
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
に
つ
い
て
―
」（
軍
事
史
学
、
24
巻
1
号
、
93
号
、
昭
和
六
三
年
六
月
、

24
～
40
頁
）

〔
発
表
〕「
軍
需
か
ら
民
需
へ
の
転
換
―
旧
海
軍
燃
料
廠
の
硫
安
肥
料
工
場
へ
の
転
換
―
」（
経
営
史
学
会
関
東
部
会
一
二
月
例
会
、
東
京
大
学
、
昭
和
六
三
年
一
二
月
）

【
一
九
八
九
年
】

〔
論
文
〕「
軍
需
か
ら
民
需
へ
の
転
換
―
旧
第
二
海
軍
燃
料
廠
か
ら
硫
安
肥
料
工
場
へ
―
」（
経
営
史
学
、
24
巻
3
号
、
平
成
元
年
一
〇
月
、
58
～
76
頁
）

【
一
九
九
〇
年
】

〔
論
文
〕「
Ｆ
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
Ｈ
・
Ｌ
・
イ
ッ
キ
ー
ズ
内
務
省
長
官
の
書
簡
交
換
を
読
む
―
南
部
仏
印
進
駐
以
前
の
対
日
石
油
政
策
を
め
ぐ
る
見
解
の
対
峙
」（
海

軍
史
研
究
、
創
刊
号
、
平
成
二
年
一
〇
月
、
102
～
109
頁
）
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【
一
九
九
二
年
】

〔
論
文
〕「
米
国
の
初
期
対
日
占
領
政
策
―
海
軍
燃
料
廠
を
ど
う
す
る
か
―
」（『
海
軍
史
研
究
』、
第
2
号
、
平
成
四
年
三
月
、
19
～
38
頁
）

〔
論
文
〕「
日
独
伊
三
国
同
盟
締
結
時
に
お
け
る
、
日
独
伊
ソ
構
想
へ
の
疑
問
―
松
岡
構
想
説
へ
の
疑
問
―
」（
日
本
大
学
生
産
工
学
部
研
究
報
告
Ｂ
、
25
巻
1
号
、
平
成
四
年

六
月
、
21
～
39
頁
）

〔
発
表
〕「
人
造
石
油
と
対
米
開
戦
経
緯
」（
日
本
化
学
会
第
六
四
秋
季
年
会
連
合
討
論
会
、
新
潟
大
学
、
平
成
四
年
一
〇
月
）

【
一
九
九
四
年
】

〔
発
表
〕「
三
井
物
産
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
の
揮
発
油
販
売
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
―
三
井
物
産
の
拒
絶
と
ソ
コ
ニ
ー
の
妥
協
―
」（
経
営
史
学
会
関
東
部

会
一
二
月
例
会
、
立
教
大
学
、
平
成
六
年
一
二
月
）

【
一
九
九
五
年
】

〔
共
著
書
〕「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
原
料
転
換
（T

he E
nergy R

evolution and C
onversion of R

aw
 M

aterials from
 C

oal to O
il

）」、『
通
史 

日
本
の
科
学
技
（
第
二
巻
―
自
立

期
一
九
五
二－

一
九
五
九
）』、
学
陽
書
房
、
平
成
七
年
、
281
～
294
頁
）

〔
発
表
〕「
満
鉄
の
オ
イ
ル
シ
ェ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
導
入
と
三
井
物
産
の
海
外
支
店
情
報
活
動
」（
経
営
史
学
会
西
日
本
部
会
六
月
例
会
、
九
州
産
業
大
学
、
平
成
七
年
七
月
）

【
一
九
九
六
年
】

〔
論
文
〕「
直
方
の
鉄
工
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
研
究
へ
の
視
座
―
」（
九
州
共
立
大
学
地
域
経
済
研
究
所
『
九
共
経
済
論
集
』、
22
号
、
平
成
八
年
三
月
、
121
～
130
頁
）

〔
共
著
書
〕「
三
井
物
産
と
ソ
コ
ニ
ー
の
揮
発
油
販
売
契
約
の
交
渉
過
程
―
海
外
支
店
の
情
報
と
提
携
の
模
索
―
」（
松
本
編
『
戦
前
期
日
本
の
貿
易
と
組
織
間
関
係
：
情
報
・

調
整
・
協
調
』、
新
評
論
、
平
成
八
年
四
月
、
151
～
185
頁
）

〔
発
表
〕「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
直
方
鉄
工
業
の
動
き
」（
経
営
史
学
会
西
日
本
部
会
七
月
例
会
、
九
州
産
業
大
学
、
平
成
八
年
七
月
）

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「
海
軍
関
係
の
史
料
紹
介
（
そ
の
一
）」（『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』、
65
号
、
平
成
八
年
九
月
、
1
～
8
頁
）

【
一
九
九
七
年
】

〔
論
文
〕「
直
方
鉄
工
業
の
変
遷
―
石
炭
依
存
か
ら
脱
石
炭
へ
の
過
程
―
」（『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』、
68
号
、
平
成
九
年
三
月
、
115
～
134
頁
）
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〔
論
文
〕「
日
米
戦
争
と
対
米
強
硬
論
―
石
油
禁
輸
後
の
海
軍
の
「
ジ
リ
貧
論
」」（『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』、
72
号
、
平
成
九
年
三
月
、
107
～
116
頁
）

【
一
九
九
八
年
】

〔
論
文
〕「
戦
時
中
海
軍
の
石
油
補
給
政
策
と
実
情
（
上
）
―
石
油
政
策
の
破
綻
―
」（『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』、
73
号
、
平
成
一
〇
年
六
月
、
75
～
8
頁
）

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「
野
村
駐
米
大
使
日
記
」（
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
、
66
号
、
平
成
一
〇
年
六
月
、
75
～
88
頁
、
解
題
は
59
～
64
頁
）

〔
資
料
紹
介
〕「
野
村
駐
米
大
使
日
記
（
パ
ー
ト
Ⅱ　

2
／
4
）」（『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』、
77
号
、
平
成
一
〇
年
六
月
、
73
～
90
頁
）

〔
論
文
〕「
戦
時
中
海
軍
の
石
油
補
給
政
策
と
実
情
（
中
）
―
石
油
政
策
の
破
綻
―
」（『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』、
74
号
、
平
成
一
〇
年
九
月
、
49
～
66
頁
）

〔
資
料
紹
介
〕「
野
村
駐
米
大
使
日
記　
（
パ
ー
ト
Ⅲ　

3
／
4
）」」（『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』、
78
号
、
平
成
一
〇
年
九
月
、
31
～
48
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
ア
メ
リ
カ
公
文
書
館
接
収
文
書　

Ｒ
Ｇ
一
三
一
資
料
に
つ
い
て
―
銀
行
・
商
社
の
在
米
支
店
の
活
動
へ
の
手
が
か
り
―
」（
福
岡
県
地
域
史
研
究
所
『
県
史
だ
よ

り
』、
平
成
一
〇
年
九
月
、
4
～
6
頁
）

〔
論
文
〕「
戦
時
中
海
軍
の
石
油
補
給
政
策
と
実
情
（
下
）
―
石
油
政
策
の
破
綻
―
」（『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』、
75
号
、
平
成
一
〇
年
一
二
月
、
41
～
58
頁
）

〔
資
料
紹
介
〕「
野
村
駐
米
大
使
日
記　
（
パ
ー
ト
Ⅳ　

4
／
4
）」（『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』、
79
号
、
平
成
一
〇
年
一
二
月
、
51
～
68
頁
）

【
一
九
九
九
年
】

〔
発
表
〕「
戦
時
中
海
軍
の
石
油
補
給
政
策
と
実
情
―
石
油
政
策
の
破
綻
―
」（
経
営
史
学
会
（
西
日
本
部
会
）・
社
会
経
済
史
学
会
（
九
州
部
会
）
合
同
部
会
、
福
岡
大
学
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
平
成
一
一
年
一
月
）

〔
発
表
〕「
三
井
物
産
と
ソ
コ
ニ
ー
の
揮
発
油
販
売
契
約
の
交
渉
過
程
」（
経
営
行
動
情
報
学
会
九
州
部
会
、
九
州
共
立
大
学
、
平
成
一
一
年
三
月
）

〔
発
表
〕「
不
況
下
の
直
方
鉄
工
業
―
脱
石
炭
後
、
再
び
迫
ら
れ
る
構
造
転
換
―
」（
社
会
経
済
史
学
会
九
州
部
会 

、
九
州
共
立
大
学
、
平
成
一
一
年
一
〇
月
）

【
二
〇
〇
〇
年
】

〔
発
表
〕「
直
方
鉄
工
業
の
変
遷
―
脱
石
炭
の
成
功
と
新
た
な
る
危
機
―
」（
経
営
史
学
会
西
日
本
部
会 

、
福
岡
大
学
、
平
成
一
二
年
一
〇
月
）

〔
そ
の
他
〕「
直
方
鉄
工
業
の
一
〇
〇
年
の
変
遷
」（
直
方
鉄
工
協
同
組
合
『
直
方
鉄
工
協
同
組
合
一
〇
〇
周
年
記
念
誌　

E
X

C
E

E
D

　

世
紀
を
結
ぶ
』
非
売
品
、
平
成
一
二
年
一
一

月
、
32
〜
58
頁
）

〔
発
表
〕「
直
方
鉄
工
業
の
変
遷
―
脱
石
炭
の
成
功
と
新
た
な
る
危
機
―
」（
経
営
史
学
会
西
日
本
部
会
創
立
25
周
年
記
念
大
会
、
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
平
成
一
二
年
一
二
月
）



― 6 ―

【
二
〇
〇
一
年
】

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕
エ
グ
ロ
フ
博
士
講
演
速
記
録
『
大
戦
中
に
於
け
る
米
国
製
油
工
業
進
展
の
概
要
』（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
16
号
、
平
成
一
三
年
三
月
、
解
題
155
～
156
、
資

料
157
～
166
頁
）

【
二
〇
〇
三
年
】

〔
発
表
〕「
日
米
暫
定
協
定
案
破
棄
と
ハ
ル
の
一
〇
カ
条
提
案
―
一
九
四
一
年
一
一
月
二
六
日
の
米
英
の
齟
齬
―
」（
社
会
経
済
史
学
会
九
州
部
会
、
九
州
大
学
、
平
成
一
五
年

一
〇
月
）

【
二
〇
〇
四
年
】

〔
著
書
（
単
書
）〕『
太
平
洋
戦
争
と
石
油-
戦
略
物
資
の
軍
事
と
経
済
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
平
成
一
六
年
一
月
、
378
頁
）

〔
そ
の
他
〕「『
太
平
洋
戦
争
と
石
油
』
と
海
外
ア
ー
カ
イ
ブ
」（
日
本
経
済
評
論
社
『
評
論
』、
142
号
、
平
成
一
六
年
四
月
、
12
～
13
頁
）

〔
辞
典
〕「
野
村
吉
三
郎
」（『
近
現
代
日
本
人
物
史
料
情
報
辞
典
1
』、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
六
年
七
月
、
319
～
321
頁
）

〔
書
評
〕「
日
本
海
軍
火
薬
工
業
史
の
研
究
」（『
経
営
史
学
』、
39
巻
2
号
、
平
成
一
六
年
九
月
、
81
～
83
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
戦
時
生
産
に
お
け
る
軍
工
廠
と
民
間
企
業
」（『
日
本
経
営
史
の
基
礎
知
識
』、
有
斐
閣
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
、
238
～
239
頁
）

【
二
〇
〇
五
年
】

〔
報
告
〕「
米
国
国
立
公
文
書
館
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」（
二
一
世
紀
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
研
究
会
、
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
、
平
成
一
七
年
一
月
）

〔
報
告
骨
子
〕「
米
国
国
立
公
文
書
館
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」（『
平
成
一
六
年
度
九
州
大
学
箱
崎
文
系
地
区
社
会
貢
献
委
員
会
活
動
報
告
』、
平
成
一
七
年
三
月
、
102
～
113
頁
）

〔
講
演
〕「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」（
西
福
岡
高
校
、
平
成
一
七
年
三
月
）

〔
共
著
書
〕「 C

h.21  T
he E

nergy R
evolution

」（E
dited by Shigeru N

akayam
a, A

 Social H
istory of Science and Technology in C

ontem
porary Japan, Volum

e 2 :R
oad to Self 

-reliance 1952 -1959 ,Trans Pacific P
ress, pp. 391

-413.

平
成
一
七
年
四
月
）

〔
発
表
〕「
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
・
石
炭
関
係
資
料
に
つ
い
て
」（
日
本
科
学
史
学
会
第
五
二
回
全
国
大
会
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
、
平
成
一
七
年
六
月
）

〔
海
外
の
大
学
で
の
講
演
〕「
太
平
洋
戦
争
と
蘭
印
の
石
油
（Pacific W

ar and O
il

）」（Padjadjaran U
niversity 

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

バ
ン
ド
ン
、
平
成
一
七
年
九
月
）

〔
発
表
〕「R

G
131

の
商
社
資
料
と
米
国
の
調
査
―
石
油
と
機
械
―
」（
経
営
史
学
会
、
神
戸
大
学
、
パ
ネ
ル
、
平
成
一
七
年
一
一
月
）
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〔
海
外
の
大
学
で
の
講
演
〕「
日
米
開
戦
と
戦
時
中
の
補
給
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」（
吉
林
大
学
珠
海
学
院
、
中
国  

珠
海
市
、
平
成
一
七
年
一
二
月
）

〔
そ
の
他
〕「
九
州
大
学
所
蔵
の
石
炭
資
料
に
つ
い
て
」（
日
本
科
学
史
学
会
編
集
『
科
学
史
研
究
』、
45
巻
237
号
、
平
成
一
八
年
一
月
、
52
～
53
頁
）

【
二
〇
〇
六
年
】

〔
講
演
（
解
説
）〕「
炭
鉱
に
生
き
る
」（
福
岡
市
総
合
図
書
館
映
像
ホ
ー
ル
・
シ
ネ
ラ
、
平
成
一
八
年
一
月
）

〔
講
演
〕「
炭
鉱
（
や
ま
）
は
生
き
る
―
石
炭
資
料
が
語
り
継
ぐ
―
」、
映
画
上
映
「
炭
鉱
（
や
ま
）
に
生
き
る
」（
九
州
大
学
開
学
記
念
行
事
展
示
会
講
演
、
平
成
一
八
年
五

月
）

〔
発
表
〕「
戦
前
・
戦
時
中
の
航
空
機
揮
発
油
の
技
術
開
発
―
海
外
技
術
導
入
と
独
自
技
術
―
」（
特
定
領
域
研
究
「
日
本
の
技
術
革
新
」、
国
立
科
学
博
物
館
、
平
成
一
八
年
六

月
）

〔
そ
の
他
（
発
表
要
旨
）〕「
戦
前
・
戦
時
中
の
航
空
機
用
揮
発
油
の
技
術
開
発
―
海
外
技
術
導
入
と
独
自
技
術
―
」（
国
立
科
学
博
物
館
『
日
本
の
技
術
革
新
―
経
験
蓄
積
と

知
識
基
盤
化
―
／
第
二
回
フ
ォ
ー
ラ
ム 

報
告
』、
平
成
一
八
年
九
月
、
73
～
76
頁
）

〔
書
評
〕「
炭
鉱
の
真
実
と
栄
光
―
朝
鮮
人
強
制
連
行
の
虚
構
」（『
政
界
往
来
』、
72
巻
12
号
、
平
成
一
八
年
一
二
月
、
59
頁
）

〔
書
評
〕「
奈
倉
文
二
・
横
井
勝
彦
編
著
『
日
英
兵
器
産
業
史　

武
器
移
転
の
経
済
史
的
研
究
』」（
経
営
史
学
、
41
巻
3
号
、
平
成
一
八
年
一
二
月
、
88
～
91
頁
）

【
二
〇
〇
七
年
】

〔
書
評
〕「
奈
倉
文
二
・
横
井
勝
彦
編
著
『
日
英
兵
器
産
業
史　

武
器
移
転
の
経
済
史
的
研
究
』」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
22
号
、
平
成
一
九
年
三
月
、
73
〜
75
頁
）

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「『
異
郷
の
炭
鉱
―
三
井
山
野
鉱
強
制
労
働
の
記
録
―
』
を
読
ん
で
―
嘘
や
捏
造
、
誤
聞
、
伝
聞
を
排
す
―
」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
22
号
、
平

成
一
九
年
三
月
、
解
説
（
73
～
75
頁
）
資
料
（
77
～
93
頁
））

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕
三
輪
他
「
三
菱
商
事
紐
育
支
店
『
事
業
報
告
書
』」（
石
炭
研
究
資
料
叢
書
、
平
成
一
九
年
三
月
、
28
輯
、
解
説
（
4
～
8
頁
）　

資
料
（
9
～
217
頁
））

〔
共
著
書
〕「
楊
慶
敏
、
三
輪
『
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
と
課
題
―
石
炭
に
依
存
す
る
経
済
成
長
―
』」（
九
州
大
学
出
版
会
、
九
大
ア
ジ
ア
叢
書
9
、
は
じ
め
に
、
序
章
、
第

7
章
、
平
成
一
九
年
三
月
）

〔
そ
の
他
〕「
部
門
の
概
要 

1
．産
業
経
済
資
料
部
門
」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』Vol.1

、
平
成
一
九
年
三
月
、
2
～
4
頁
）

〔
発
表
〕「
戦
時
に
お
け
る
航
空
機
用
揮
発
油
の
技
術
開
発
」（
化
学
史
学
会
、
愛
知
県
立
大
学
、
平
成
一
九
年
六
月
）

〔
そ
の
他
〕「
戦
前
・
戦
時
中
の
航
空
機
用
揮
発
油
の
技
術
開
発
―
海
外
技
術
導
入
と
独
自
技
術
―
」（
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
『
日
本
の
技
術
革
新
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―
経
験
蓄
積
と
知
識
基
盤
化
―
研
究
成
果
集
』（
二
〇
〇
七
年
度
）、
第
三
回
フ
ォ
ー
ラ
ム 

報
告
、
平
成
一
九
年
八
月
、
59
～
62
頁
）

〔
講
演
〕「
太
平
洋
戦
争
と
ハ
ル
ノ
ー
ト
」（
九
州
英
数
学
舘
国
際
言
語
学
院
、
平
成
一
九
年
九
月
）

〔
そ
の
他
〕「
戦
前
期
の
航
空
機
用
揮
発
油
の
技
術
開
発
」（
国
立
科
学
博
物
館
『
第
3
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
『「
日
本
の
技
術
革
新
―
経
験
蓄
積
と
知
識
基
盤
化
―
」
研
究

発
表
会
論
文
集
』、
平
成
一
九
年
一
二
月
、
69
～
72
頁
）

〔
辞
典
〕「
高
田
利
種
」（『
近
現
代
日
本
人
物
史
料
情
報
辞
典
3
』、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
九
年
一
二
月
、
162
～
165
頁
）

【
二
〇
〇
八
年
】

〔
そ
の
他
〕「
戦
前
・
戦
中
期
の
航
空
機
用
揮
発
油
の
技
術
開
発
―
海
外
技
術
導
入
と
独
自
開
発
―
」（
国
立
科
学
博
物
館
、『
日
本
の
技
術
革
新
―
経
験
蓄
積
と
知
識
基
盤
化

―
研
究
成
果
集
』、
平
成
二
〇
年
二
月
、
59
～
62
頁
）

〔
科
研
費
報
告
書
〕『
戦
前
・
戦
時
中
の
航
空
機
用
揮
発
油
の
技
術
開
発
―
海
外
技
術
の
独
自
技
術
―
』、
課
題
番
号180460008

（
平
成
一
八
年
度
～
一
九
年
度
文
部
省
科
学
研

究
費
補
助
金　

特
定
領
域
研
究
「
日
本
の
技
術
革
新
―
経
験
蓄
積
と
知
識
基
盤
化
―
」
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
二
〇
年
三
月
）

〔
そ
の
他
〕「
新
館
長
挨
拶
」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』Vol.2

、
平
成
二
〇
年
三
月
、
１
頁
）

〔
発
表
〕「
戦
時
期
日
本
の
航
空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
製
造
―
海
外
技
術
と
独
自
技
術
―
」（
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
、
経
済
史
研
究
会
、
平
成
二
〇
年
六
月
七
日
）

〔
発
表
〕「
資
料
収
集
・
保
存
と
公
開
の
問
題
点
―
私
の
経
験
と
危
惧
―
」（
東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
、
中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
、
平
成
二
〇
年
六
月
）

〔
発
表
〕「
資
産
凍
結
後
の
石
油
代
金
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
」（
日
本
国
際
政
治
学
会
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
）

〔
資
料
集
刊
行
〕
資
料
集
『
米
国
司
法
省
戦
時
経
済
局
対
日
調
査
資
料
集
』（
第
一
巻
に
解
説
、
全
五
巻
、
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
出
版
、
平
成
二
〇
年
一
一
月
）

〔
発
表
〕「
資
産
凍
結
後
の
石
油
代
金
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
東
北
亜
細
亜
文
化
学
会
」（
釜
慶
大
学
校
、
釜
山
市
、
平
成
二
〇
年
一
一
月
）

【
二
〇
〇
九
年
】

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「
長
澤
定
夫
回
想
録
（
そ
の
一
）
の
補
遺
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
）」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
24
号
、
平
成
二
一
年
、
75
～
76
頁
）

〔
論
文
〕「
ド
イ
ツ
の
石
炭
液
化
成
功
物
語
と
日
本
の
技
術
選
択
の
失
敗
―
航
空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
を
巡
っ
て
―
」（
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
『
経
済
史
研
究
』、
12

号
、
平
成
二
一
年
二
月
、
63
～
80
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
館
長
挨
拶
」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』Vol.3

、
平
成
二
一
年
三
月
、
1
頁
）

〔
講
演
〕「
金
任
植
理
事
長
回
顧
録
を
読
ん
で
」（
東
義
大
学
校　

韓
国　

釜
山
市
、
平
成
二
一
年
三
月
）
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〔
そ
の
他
〕「
旧
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
の
特
徴
と
概
要
」（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
文
物
講
習
会 

19
、
平
成
二
一
年
四
月
一
四
日
、
レ
ジ
ュ
メ
）

〔
講
演
〕「
金
任
植
回
顧
録
と
李
栄
薫
『
大
韓
民
国
の
物
語
』
を
読
ん
で
」（
東
義
大
学
校　

韓
国　

釜
山
市
、
平
成
二
一
年
九
月
）

〔
そ
の
他
〕「
海
軍
の
技
術
選
択
の
失
敗
―
航
空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
と
石
炭
液
化
」、
国
立
科
学
博
物
館
、『
第
5
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

日
本
の
技
術
革
新
―
経
験
蓄
積
と
知
識
基
盤

化
―
研
究
論
文
発
表
会　

論
文
集
』（
平
成
二
一
年
一
二
月
、
27
～
30
頁
）

【
二
〇
一
〇
年
】

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「
宮
島
庚
子
郎
氏
関
連
資
料
―
『
井
陘
時
代
』
を
中
心
に
―
」（『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
』、
31
輯
、
平
成
二
二
年
二
月
、
解
題
（
75
～
78
頁
）　

資
料
（
79

～
114
頁
））

〔
書
評
〕「
李
栄
薫
教
授
の
勇
気
と
知
性
―
『
大
韓
民
国
の
物
語
』
を
読
ん
で
―
」（
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
『
経
済
史
研
究
』、
第
13
号
、
平
成
二
二
年
二
月
、
191

～
198
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
戦
前
・
戦
時
中
の
日
本
海
軍
の
航
空
機
用
揮
発
油
の
技
術
開
発
―
成
功
な
の
か
、
失
敗
な
の
か
―
」（
国
立
科
学
博
物
館
『
日
本
の
技
術
革
新
大
全
』、
非
売
品
、

平
成
二
二
年
三
月
、
277
～
282
頁
）

〔
発
表
〕「T

he Failure of the Japanese Synthetic O
il Production Project for Aviation G

asoline: E
conom

ic Sanction and the Pacific W
ar against the U

.S. in 1941 , A
ssociation 

for A
sian Studies

」（
ア
メ
リ
カ
ア
ジ
ア
学
会
、
米
国P

hiladelphia

、
平
成
二
二
年
三
月
、
パ
ネ
ル
）

〔
翻
訳
書
監
修
〕「
監
修
者　

あ
と
が
き
」『
金
任
植
回
顧
録　

森
が
茂
れ
ば
鳥
が
飛
ん
で
く
る
―
釜
山
の
発
展
と
と
も
に
―
』（
花
書
院
、
平
成
二
二
年
四
月
、
257
～
266
頁
）

〔
講
演
〕「
資
源
問
題
を
考
え
る
―
太
平
洋
戦
争
と
石
油
か
ら
考
え
る
―
」（
東
義
大
学
校　

韓
国　

釜
山
、
平
成
二
二
年
五
月
）

〔
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
〕「
一
九
四
一
年
、
開
戦
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
編
著
『
日
本
人
は
な
ぜ
戦
争
へ
と
む
か
っ
た
の
か　

下
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
平
成
二
二
年
六

月
、
163
～
181
頁
）

〔
そ
の
他
〕「N

ational A
rchives II

（
米
国
国
立
公
文
書
館
）
の
実
践
的
利
用
法
」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
』2009/2010

、
平
成
二
二
年
八
月
、
68
～
75
頁
）

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〕「
第
二
部　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
科
学
す
る
」
倉
田
敬
子
、
高
山
正
也
、
植
松
貞
夫
、
冨
浦
洋
一
、
三
輪
宗
弘
（
九
州
大
学
大
学
院
統
合
新
領
域
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
科
学
す
る
」、
平
成
二
二
年
一
二
月
）

【
二
〇
一
一
年
】

〔
そ
の
他
〕
解
説
「
裸
に
さ
れ
た
貿
易
商
社 （
太
平
洋
戦
争
と
在
米
商
社
）」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
二
六
号
、
平
成
二
三
年
三
月
、
1
～
4
頁
）
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〔
共
著
書
〕「
石
炭
液
化
と
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
製
造
に
み
る
日
本
の
技
術
水
準
―
米
独
の
航
空
機
用
揮
発
油
製
造
技
術
と
戦
時
の
技
術
移
転
」（
松
永
、
吉
岡
、
施
編
『「
知
の
加
工

学
」
事
始
め　

受
容
し
、
加
工
し
、
発
信
す
る
日
本
の
技
法
』、
新
宿
書
房
、
平
成
二
三
年
三
月
、
126
～
148
頁
）

〔
発
表
〕「A

 full em
bargo and the decision m

aking of w
aging w

ar: tw
o view

s prevailed from
 first to last., A

ssociation for A
sian Studies

」（
ア
メ
リ
カ
ア
ジ
ア
学
会
、 

米

国H
onolulu

、
パ
ネ
ルD

eterioration of Japan-U
S E

conom
ic R

elations leading to Pearl H
arbor: the role of the U

S econom
ic sanctions

、
平
成
二
三
年
三
月
）

〔
そ
の
他
〕「
ハ
ル
ノ
ー
ト
と
日
米
暫
定
協
定
案
～
日
米
交
渉
と
ハ
ル
国
務
長
官
～
（
そ
の
一
）」（[  

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日
本
商
工
会
会
報
五
月
号]  

、
433
号
、
平
成
二
三
年
五
月
、
12

～
13
頁
）。

〔
そ
の
他
〕「
ハ
ル
ノ
ー
ト
と
日
米
暫
定
協
定
案
～
日
米
交
渉
と
ハ
ル
国
務
長
官
～
（
そ
の
二
）」（『
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日
本
商
工
会
会
報
六
月
号
』、
434
号
、
平
成
二
三
年
六
月
、
12

～
13
頁
）

〔
講
師
〕「
九
州
大
学
の
炭
鉱
資
料
」（
旧
石
炭
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）（
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
福
岡
、
九
州
大
学
百
周
年
記
念
事
業
特
別
講
座
第
二
期
（
4
～
9
月
）、

平
成
二
三
年
六
月
一
一
日
）

〔
そ
の
他
〕「
ハ
ル
ノ
ー
ト
と
日
米
暫
定
協
定
案
～
日
米
交
渉
と
ハ
ル
国
務
長
官
～
（
そ
の
三
）」（『
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日
本
商
工
会
会
報
七
月
号
』、
435
号
、
平
成
二
三
年
七
月
、
14

～
16
頁
）

〔
発
表
〕「
野
村
吉
三
郎
文
書
か
ら
読
み
解
く
日
米
関
係
」（
社
会
経
済
史
学
会
九
州
部
会
、
九
州
産
業
大
学
、
平
成
二
三
年
七
月
）

〔
講
演
〕「
太
平
洋
戦
争
開
戦
と
対
日
経
済
制
裁
―
日
米
強
硬
論
の
論
理
―
」（
嘉
麻
市
歴
史
民
俗
講
座
、
嘉
穂
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
三
年
七
月
）

〔
そ
の
他
〕「
米
国
国
立
公
文
書
館
本
館
、
米
国
国
立
公
文
書
館
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
分
館
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
ア
ー
カ
イ
ブ
の
利
用
の
手
引
」（『
九
州
大
学
附
属
図

書
館
研
究
開
発
室
年
報
』、 2010/2011

、
平
成
二
三
年
八
月
、
56
～
64
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
日
独
伊
三
国
同
盟
と
野
村
吉
三
郎
（
そ
の
一
）」（『
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日
本
商
工
会
会
報
八
月
号
』、
436
号
、
平
成
二
三
年
八
月
、
10
～
11
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
日
独
伊
三
国
同
盟
と
野
村
吉
三
郎
（
そ
の
二
）」（『
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日
本
商
工
会
会
報
九
・
一
〇
月
号
』、
437
号
、
平
成
二
三
年
一
〇
月
、
24
～
26
頁
）

〔
資
料
集
刊
行
〕
麻
生
太
吉
日
記
編
纂
委
員
会
『
麻
生
太
吉
日
記　

第
一
巻
』（
全
五
巻
、
九
州
大
学
出
版
会
、
編
集
委
員
、
平
成
二
三
年
一
一
月
）

〔
そ
の
他
〕「
採
鉱
学
科
実
習
報
告
書
」、「
麻
生
家
文
書
」、「
宮
崎
太
郎
文
書
」、「
海
軍
大
学
校
選
科
学
生
の
渡
辺
伊
三
郎
『
思
い
出
の
記
』
に
書
か
れ
た
恐
ろ
し
い
教
授
列
伝
」、

「
牧
歌
的
な
史
料
館
と
史
資
料
の
継
承
」、『
九
州
大
学
百
年
の
宝
物
』（
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
㈱
、
平
成
二
三
年
一
一
月
、
66
～
67
、
82
、
178
～
181
、
198
頁
）

〔
講
演
〕「
戦
時
中
か
ら
戦
後
復
興
―
筑
豊
の
田
川
か
ら
日
本
を
語
る
―
」（
香
春
町
歴
史
資
料
館
特
別
企
画
「
激
動
の
昭
和
初
期
展
」
に
て
、
平
成
二
三
年
一
一
月
）

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〕「
記
録
情
報
管
理
人
材
の
育
成
と
人
材
市
場
の
形
成
に
向
け
て
」（
川
田
、
真
辺
、
小
原
、
三
輪
、
九
州
大
学
大
学
院
統
合
新
領
域
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
報
告
書
「
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
組
織
と
社
会
を
変
え
る
」、
平
成
二
三
年
一
二
月
、
26
～
40
頁
）
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〔
報
告
〕「
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
認
定
制
度
へ
の
コ
メ
ン
ト
」（
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
資
格
認
定
制
度
検
討
委
員
会
、
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
文
京
校
舎
、
平

成
二
三
年
一
二
月
）

【
二
〇
一
二
年
】

〔
受
託
研
究
〕「
熊
本
県
総
務
部
総
務
私
学
局
県
政
情
報
文
書
課
と
の
間
で
「
会
計
に
関
す
る
行
政
文
書
の
廃
棄
に
係
る
歴
史
公
文
書
の
選
別
基
準
に
関
す
る
研
究
」
に
関
す
る
受
託

研
究
契
約
を
締
結
」（
平
成
二
四
年
毎
年
契
約
更
新
。
平
成
二
六
年
度
か
ら
名
称
変
更
し
て
「
行
政
文
書
の
廃
棄
に
関
わ
る
歴
史
公
文
書
の
選
別
基
準
に
関
す
る
研
究
」
と
な

る
。
今
日
ま
で
継
続
）

〔
書
評
〕「P

lanning for E
m

pire: R
eform

 B
ureaucrats and the Japanese W

artim
e State, Social Science Japan Journal, Volum

e 15 , Issue 2 , 2012 , Pages 297~
300.

」（
平

成
二
四
年
二
月
）

〔
発
表
〕「
統
一
論
題 

地
域
か
ら
世
界
へ
」（
経
営
史
学
会
第
四
七
回
全
国
大
会
討
議
報
告
）（『
経
営
史
学
』、
46
巻
4
号
、
平
成
二
四
年
三
月
、
100
～
106
頁
）

〔
そ
の
他
〕
折
田
悦
郎
、
三
輪
「
九
州
大
学
大
学
院
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
」
に
つ
い
て
―
記
録
管
理
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
大
い
な
る
夢
を
託
し
て
―
」（
全
国
歴
史

資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
『
記
録
と
史
料
』
第
二
二
号
、
平
成
二
四
年
三
月
、
78
～
82
頁
）

〔
講
演
〕「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望
」（
桑
名
鉄
工
協
同
組
合
、
桑
名
市
、
平
成
二
四
年
五
月
）

〔
講
演
〕「
麻
生
太
吉
日
記
と
麻
生
家
文
書
」（
第
五
三
回
九
州
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
文
物
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
九
州
大
学
中
央
図
書
館
、
平
成
二
四
年
五
月
）

〔
講
演
、
動
画
配
信
〕「
太
平
洋
戦
争
開
戦
経
緯
の
研
究
を
振
り
返
っ
て
―
思
索
し
、
資
料
を
探
し
求
め
て
―
」（https:// w

w
w.youtube.com

/ w
atch? v=

H
4 E

E
D1 ruF

jk

、
第
10
回

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
現
在
」
連
続
講
演
会 

、
九
州
大
学
中
央
図
書
館　

新
館
四
階　

視
聴
覚
ホ
ー
ル
、
平
成
二
四
年
六
月
二
七
日
）

〔
そ
の
他
〕「
英
国
国
立
公
文
書
館
（
Ｔ
Ｎ
Ａ
）、
大
英
図
書
館
（
Ｂ
Ｌ
）、
帝
国
戦
争
記
念
館
リ
サ
ー
チ
ル
ー
ム
の
実
践
的
利
用
法
」（『
九
州
大
学
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
』

2011/2012

、
平
成
二
四
年
七
月
、
43
～
50
頁
）

〔
そ
の
他
〕「『
日
炭
回
顧
録
』
の
刊
行
に
寄
せ
て
」（
日
炭
回
顧
録
の
会
『
日
炭
回
顧
録
』、
弦
書
房
、
平
成
二
四
年
八
月
、
5
～
9
頁
）

〔
発
表
〕「A

viation G
asoline Technology Transfer beyond B

orders during the Second W
orld W

ar

」（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
営
史
学
会
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
科
学
高
等
研
究
院
、
パ

リ
、
平
成
二
四
年
九
月
）

〔
論
文
〕「
利
用
者
の
視
点
か
ら
み
た
米
国
国
立
公
文
書
館
―
丸
裸
に
さ
れ
た
軍
事
関
係
文
書
を
追
い
求
め
て
」（
情
報
科
学
技
術
協
会
『
情
報
の
科
学
と
技
術
』、
62
巻
10
月
号
、

平
成
二
四
年
一
〇
月
、
415
～
421
頁
）

〔
発
表
〕「
対
米
開
戦
通
告
の
一
五
時
間
遅
延
の
謎
―
陸
軍
参
謀
本
部
な
の
か
、
外
務
省
な
の
か
」（
日
本
国
際
政
治
学
会
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
二
一
日
）
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〔
資
料
集
刊
行
〕
麻
生
太
吉
日
記
編
纂
委
員
会
『
麻
生
太
吉
日
記　

第
二
巻
』（
全
五
巻
、
九
州
大
学
出
版
会
、
編
集
委
員
、
平
成
二
四
年
一
一
月
）

〔
報
告
〕「
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
航
空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
の
生
産
と
技
術
移
転
―
敵
味
方
を
超
え
て
―
」（
六
甲
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
神
戸
大
学
、
平
成
二
四
年
一
一
月
二
六
日
）

【
二
〇
一
三
年
】

〔
そ
の
他
〕「
歴
史
手
帖　

対
米
開
戦
通
告
の
一
五
時
間
遅
延
の
謎
―
在
華
府
日
本
大
使
館
へ
の
責
任
転
嫁
は
可
能
な
の
か
―
」（『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
三
年
九
月
号
、
七
八
四

号
、
平
成
二
五
年
九
月
、
41
～
44
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
巻
頭
言
「
刊
行
に
寄
せ
て
」」（『「
夢
野
久
作
と
杉
山
3
代
研
究
会
」
会
報
民
ヲ
親
ニ
ス
』、
創
刊
号
、
平
成
二
五
年
九
月
、
4
～
5
頁
）

〔
書
評
〕「
荒
川
憲
一
『
戦
時
経
済
体
制
の
構
想
と
展
開
』」（『
経
営
史
学
』、
48
巻
3
号
、
平
成
二
五
年
一
二
月
、
78
～
80
頁
）

〔
資
料
集
刊
行
〕
麻
生
太
吉
日
記
編
纂
委
員
会
『
麻
生
太
吉
日
記　

第
三
巻
』（
全
五
巻
、
九
州
大
学
出
版
会
、
編
集
委
員
、
平
成
二
五
年
一
二
月
）

〔
講
演
〕「
太
平
洋
戦
争
と
石
油
―
日
米
は
な
ぜ
戦
っ
た
の
か
―
」（
大
連
大
学
日
本
語
学
院
、
大
連
市
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
〇
日
）

【
二
〇
一
四
年
】

〔
書
評
〕「
天
野
雅
敏
著
『
戦
前
日
豪
貿
易
史
の
研
究
―
兼
松
商
店
と
三
井
物
産
を
中
心
に
し
て
』」（
大
阪
経
済
大
学
『
経
済
史
研
究
』、
17
号
、
平
成
二
六
年
一
月
、
123
～
132
頁
）

〔
報
告
〕「A

viation G
asoline Technology Transfer during the Second W

orld W
ar : Japan, G

erm
any, and the U

nited States.

」（U
SJI

ウ
ィ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
、 

ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
、
平
成
二
六
年
二
月
二
五
日
）

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「
第
一
〇
二
海
軍
燃
料
廠
主
要
装
置
説
明
書
（
昭
和
十
八
年
一
月
）」（『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
』、
35
号
、
平
成
二
六
年
三
月
、
102
～
132
頁
）

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕
野
村
吉
三
郎
「
非
常
時
と
我
が
国
防
」（『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
』、
35
号
、
平
成
二
六
年
三
月
、
134
～
145
頁
）

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕
野
村
吉
三
郎
「
非
常
時
と
我
が
国
民
の
覚
悟
」（『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
』、
35
号
、
平
成
二
六
年
三
月
、
148
～
165
頁
）

〔
報
告
〕「A

viation G
asoline Technology Transfer during the Second W

orld W
ar: Japan, G

erm
any and the U

.S.A
.

」（
国
際
経
営
史
学
会
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
平
成
二
六

年
三
月
一
七
日
）

〔
海
外
の
大
学
で
の
講
演
〕「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
日
本
の
近
代
化
―
持
続
的
な
経
済
成
長
に
向
け
て
―
」（
山
東
交
通
学
院
、
済
南
市
、
平
成
二
六
年
五
月
二
八
日
）

〔
そ
の
他
〕「
巻
頭
言
「
美
し
い
国
で
の
出
来
事
」」（『「
夢
野
久
作
と
杉
山
3
代
研
究
会
」
会
報
民
ヲ
親
ニ
ス
』、
二
号
、
平
成
二
六
年
八
月
、
4
～
5
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
公
文
書
館
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
争
記
念
館
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
ガ
イ
ド
―
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で

の
資
料
探
索
―
」（『
九
州
大
学
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
』2013/2014

、
平
成
二
六
年
一
〇
月
、
1
～
7
頁
）
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〔
講
義
〕「
地
域
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」（
平
成
二
六
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
、
短
期
コ
ー
ス
、
福
岡
市
博
物
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
主
催
、
平
成
二
六
年
一
一
月
）

〔
講
師
〕「
太
平
洋
戦
争
開
戦
経
緯
と
石
油
」（
放
送
大
学　

放
送
大
学
北
九
州
市
会
場
（
黒
崎
コ
ム
シ
テ
ィ
）、
平
成
二
六
年
一
二
月
二
〇
日
、
二
一
日
）

〔
資
料
集
刊
行
〕
麻
生
太
吉
日
記
編
纂
委
員
会
『
麻
生
太
吉
日
記　

第
四
巻
』（
全
五
巻
、
九
州
大
学
出
版
会
、
編
集
委
員
、
平
成
二
六
年
一
二
月
）

【
二
〇
一
五
年
】

〔
そ
の
他
〕「
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
全
史
料
協
）
の
全
国
大
会
を
開
催
し
て
」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』Vol.9

、
平

成
二
七
年
三
月
、
1
～
2
頁
）

〔
書
評
〕「
橘
川
武
郎
著
『
日
本
石
油
産
業
の
競
争
力
構
築
』」（
経
営
史
学
会
『
経
営
史
学
』、
49
巻
4
号
、
平
成
二
七
年
三
月
、
58
～
60
頁
）

〔
講
師
〕「
太
平
洋
戦
争
開
戦
経
緯
と
石
油
」（
放
送
大
学　

放
送
大
学
北
九
州
市
会
場
（
黒
崎
コ
ム
シ
テ
ィ
）、
平
成
二
七
年
五
月
九
日
、
一
〇
日
）

〔
パ
ネ
ル
参
加
〕「U

SJI

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」（
於　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
）
パ
ネ
ル
のD

iscussant  Japan’s A
sia policy and the U

S R
ebalancing: C

hallenges and O
pportunities

（
平
成
二
七
年
九
月
一
四
日
）

〔
そ
の
他
〕「
巻
頭
言
「
夏
目
漱
石
と
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
～
二
人
が
嫌
っ
た
考
え
方
～
」」（『「
夢
野
久
作
と
杉
山
三
代
研
究
会
」
会
報
民
ヲ
親
ニ
ス
』、
三
号
、
平
成
二
七
年

九
月
、
4
～
5
頁
）

【
二
〇
一
六
年
】

〔
論
文
〕「
対
米
開
戦
通
告
の
遅
延
と
外
務
省
の
訂
正
電
報
―
第
九
〇
三
号
と
第
九
〇
六
号
の
東
京
発
電
信
時
刻
と
日
本
大
使
館
配
達
時
刻
―
」（『
エ 

ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
31

号
、
平
成
二
八
年
三
月
、
1
～
24
頁
）

〔
講
師
〕「
真
珠
湾
攻
撃
と
対
米
開
戦
通
告
遅
延
」（
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
福
岡
、
平
成
二
八
年
七
月
二
九
日
）

〔
そ
の
他
〕「
テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
ブ
リ
ス
コ
セ
ン
タ
ー
（T

he D
olph B

riscoe C
enter for A

m
erican H

istory

）
の
利
用
ガ
イ
ド
―E

xxon M
obil 

資
料
を
中
心
に

―
」（『
九
州
大
学
附
属
図 

書
館
研
究
開
発
室
年
報
』2015/2016

、
平
成
二
八
年
八
月
、
6
～
11
頁
）

〔
研
究
会
報
告
〕「
戦
時
動
員
と
移
入
朝
鮮
人 

労
働
者
―
2
年
契
約
と
賃
金
―
」（
落
星
岱
経
済
研
究
所
・
ソ
ウ
ル
、
平
成
二
八
年
九
月
一
〇
日
）

〔
資
料
集
刊
行
〕
麻
生
太
吉
日
記
編
纂
委
員
会
『
麻
生
太
吉
日
記　

第
五
巻
』（
全
五
巻
、
九
州
大
学
出
版
会
、
編
集
委
員
、
平
成
二
八
年
一
一
月
）

〔
そ
の
他
〕「
巻
頭
言
「
正
解
の
な
い
歴
史
認
識
の
難
し
さ
」」（『「
夢
野
久
作
と
杉
山
3
代
研
究
会
」
会
報
民
ヲ
親
ニ
ス
』、
四
号
、
平
成
二
八
年
一
一
月
、
4
～
5
頁
）

〔
報
告
〕「
近
代
記
録
と
強
制
動
員
―
戦
時
期
の
移
入
朝
鮮 

人
労
働
者
―
賃
金
と
2
年
契
約
―
」（
東
亜
大
学
校
、
釜
山
、
平
成
二
八
年
一
二
月
一
七
日
）
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【
二
〇
一
七
年
】

〔
大
学
史
（
電
子
版
）〕「
第
五
編
第
二
章　

戦
時
体
制
の
形
成
（
一
九
三
一
～
一
九
四
五
）　

第
一
節　

戦
時
体
制
の
形
成
と
教
育
・
研
究
」、「
第
五
編
第
三
章　

学
徒
動
員
・
学
徒

出
陣
と
敗
戦
（
一
九
四
一
～
一
九
四
五
）
第
一
節　

研
究
動
員
」（『
九
州
大
学
百
年
史 

第
1
巻
―
通
史
編 

Ⅰ
』）https:// w

w
w

.lib.kyushu-u.ac.jp/ ja/ publications_

kyushu/ qu 100th

（
平
成
二
九
年
三
月
）

〔
大
学
史
（
電
子
版
）〕「
第
二
八
編
第
五
章
第
六
節　

付
設
記
録
資
料
館
（
2
）
産
業
経
済
資
料
部
門
」（
九
州
大
学
百
年
史 

第
6
巻
：
部
局
史
編 

Ⅲ
）https:// w

w
w

.lib.kyushu-

u.ac.jp/ ja/ publications_ kyushu/ qu 100th

（
平
成
二
九
年
三
月
）

〔
論
文
〕「
ユ
ネ
ス
コ
も
啞
然
？
韓
国
「
日
帝
強
制
動
員
歴
史
館
」
の
噓
八
百
」（『
歴
史
通
』（
二
〇
一
七
年
春
号
）、
二
〇
一
七
年
四
月
号
、
平
成
二
九
年
三
月
、
121
～
131
頁
）

〔
発
表
〕「
戦
時
期 

移
入
朝
鮮
人
労
働
者
の
賃
金
と
2
年
契
約
―
北
海
道
・
常
磐
・
九
州
の
炭
鉱
企
業
の
資
料
を
読
み
込
ん 

で
―
」（「
20
世
紀
と
日
本
」
研
究
会
、
京
都
大
学

芝
蘭
会
館
、
平
成
二
九
年
三
月
）

〔
辞
典
〕「
人
造
石
油
」、「
石
炭
液
化
」、「
石
油
」、「
石
油
化
学
」「
三
池
炭
鉱
」（
化
学
史
学
会
編
『
化
学
史
辞
典
』、
化
学
同
人
、
平
成
二
九
年
三
月
、
338
頁
、
372
～
374
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
三
井
物
産
と
ソ
コ
ニ
ー
の
揮
発
油
販
売
交
渉
」（『
三
井
文
庫
資
料　

私
の
一
点
』、
三
井
文
庫
叢
書
50
号
別
冊
、
平
成
二
九
年
五
月
、
242
～
243
頁
）

〔
講
演
〕「
戦
時
期
移
入
労
働
者
・
三
池
争
議
」（
大
牟
田
市
史
編
さ
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
史
の
中
の
三
池
炭
鉱
」、
平
成
二
九
年
六
月
一
〇
日
）

〔
資
料
集
改
訂
版
刊
行
〕『
米
国
司
法
省
戦
時
経
済
局
対
日
調
査
資
料
集
︿
改
訂
版
﹀』（
第
一
巻
に
解
説
あ
り
、
全
五
巻
）、
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
出
版
、
平
成
二
九
年
八
月

〔
講
演
〕「
石
油
で
は
じ
ま
り
、
石
油
で
敗
け 

た
太
平
洋
戦
争
―
資
源
の
安
全
保
障
を
考
え
る
―
」（
黒
正
塾
、
大
阪
経
済
大
学
、
平
成
二
九
年
九
月
）

〔
論
文
（
再
掲
載
）〕「
ユ
ネ
ス
コ
も
啞
然
？
韓
国
「
日
帝
強
制
動
員
歴
史
館
」
の
噓
八
百
」（
写
真
を
追
加
し
て
再
掲
載
、『
歴
史
通
』（W

iL
L

一
一
月
増
刊
）、
平
成
二
九
年
一
一

月
、
145
～
158
頁
）

【
二
〇
一
八
年
】

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕
中
村
隆
英
「
炭
鉱
賃
金
の
決
定
機
構
―
序
説
」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
33
号
、
平
成
三
〇
年
三
月
、
219
～
232
頁
）

〔
報
告
〕「
戦
時
中
の
朝
鮮
人
徴
用
工
の
賃
金
と
貯
金
に
つ
い
て
―
炭
鉱
企
業
の
資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
―
」（
圓
光
大
学
校
円
仏
教
思
想
研
究
院
、
韓
国　

益
山
市
、
平
成
三

〇
年
四
月
二
七
日
）

〔
報
告
要
旨
〕「
戦
時
中
の
朝
鮮
人
徴
用
工
の
賃
金
と
貯
金
に
つ
い
て
―
炭
鉱
企
業
の
資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
」（
圓
光
大
学
校
圓
佛
教
思
想
研
究
院
『
第
二
二
一
回
圓
光
大
学
校

圓
佛
教
思
想
研
究
月
例
研
究
発
表
会
資
料
集
』、
平
成
三
〇
年
四
月
、
ハ
ン
グ
ル
19
～
25
頁
、
日
本
語
26
～
35
頁
）
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【
二
〇
一
九
年
】

〔
報
告
〕「
何
を
残
す
べ
き
な
の
か
―
熊
本
県
公
文
書
へ
の
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
日
本
へ
の
提
言
」（
大
阪
大
学
社
学
共
創
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
4
回
「
地
域
の
記
録
を
守
り
伝
え
る

―
公
文
書
館
の
課
題
と
未
来
」、
大
阪
大
学
会
館
二
一
世
紀
懐
徳
堂
ス
タ
ジ
オ
、
平
成
三
一
年
三
月
一
八
日
）

〔
著
書
（
単
書
）〕『
め
か
ら
ウ
ロ
コ
の
海
外
資
料
館
め
ぐ
り
』（
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
出
版
、
令
和
元
年
六
月
、
163
頁
） 

〔
論
文
〕「
真
に
重
要
な
資
料
の
保
存
を
―
熊
本
県
で
の
文
書
管
理
・
廃
棄
を
評
価
す
る
立
場
か
ら
」（『
新
聞
研
究
』、
794
号
、
令
和
元
年
九
月
、
〇
頁
）

〔
講
義
〕「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
レ
コ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」（
二
〇
一
九
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
、
短
期
コ
ー
ス
、
く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
図
書
館
、
国
文
学
研
究

資
料
館
主
催
、
令
和
元
年
一
一
月
五
日
）

【
二
〇
二
〇
年
】

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「
永
野
修
身
元
帥
手
記
（
東
京
裁
判
関
係
）」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
35
号
、
令
和
二
年
三
月
、
47
～
58
頁
）

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「
日
本
石
炭
協
会
保
安
部
『
炭
鑛
災
害
統
計
表
』（
昭
和
廿
四
年
六
月
二
十
五
日
作
製
）」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
35
号
、
令
和
二
年
三
月
、
59
～
66
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
汪
兆
銘
政
権
人
名
録
を
刊
行
し
て
―
研
究
余
滴
―
」（
九
州
大
学
統
合
新
領
域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
、A

nnual R
eport 2019/2020

、
令
和
二

年
三
月
、
19
頁
）

〔
そ
の
他
〕「『
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
海
外
資
料
館
め
ぐ
り
』
を
書
き
上
げ
て
」（
九
州
大
学
統
合
新
領
域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
、A

nnual R
eport 2019/2020

、
令
和

二
年
三
月
、
18
頁
）

〔
Ｔ
Ｖ
出
演
〕
日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
・
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
「
深
層
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」（「
徴
用
工
公
示
送
達
期
限　

ど
う
な
る
日
韓
」）
出
演
（
令
和
二
年
八
月
四
日
）

〔
書
評
〕「
横
井
勝
彦
編
『
航
空
機
産
業
と
航
空
戦
力
の
世
界
的
転
回
』」（『
経
営
史
学
』、
55
巻
3
号
、
令
和
二
年
一
二
月
、
64
～
66
頁
）

【
二
〇
二
一
年
】

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「
満
州
及
び
北
鮮
か
ら
帰
還
し
た
同
胞
の
体
位
並
に
栄
養
状
態
に
関
す
る
統
計
学
的
研
究
（
第
二
報　

北
鮮
同
胞
）」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
36
号
、
令
和

三
年
三
月
、
117
～
123
頁
）

〔
特
別
寄
稿
〕「
分
断
す
る
社
会
と
結
束
―
独
善
を
打
ち
破
る
記
録
資
料
の
使
命
」（
記
録
管
理
学
会
『
レ
コ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』、
80
号
、
令
和
三
年
三
月
、
3
～
17
頁
）

〔
共
著
書
〕「
何
を
残
す
べ
き
な
の
か
―
熊
本
県
公
文
書
へ
の
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
日
本
へ
の
提
言
」（
大
阪
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
―
記

録
を
守
り
伝
え
る
担
い
手
た
ち
』、
大
阪
大
学
出
版
会
、
令
和
三
年
四
月
）
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〔
そ
の
他
〕「「
資
源
小
国
」
日
本
の
資
源
調
達
―
海
外
に
依
存
す
る
構
造
」（『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
日
本
経
済
史　

徳
川
期
か
ら
安
定
成
長
期
ま
で
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
令
和
三
年

一
二
月
、
210
～
213
頁
）

【
二
〇
二
二
年
】

〔
大
学
史
（
紙
版
）〕
資
料
紹
介
「
第
二
章　

戦
時
体
制
の
形
成
（
一
九
三
一
～
一
九
四
五
） 

第
一
節　

戦
時
体
制
の
形
成
と
教
育
・
研
究
―
九
州
大
学
百
年
史
か
ら
」（『
エ
ネ
ル

ギ
ー
史
研
究
』、
三
七
号
、
令
和
四
年
三
月
、
101
～
106
頁
）

〔
大
学
史
（
紙
版
）〕
資
料
紹
介
「
第
三
章　

学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
と
敗
戦
（
一
九
三
一
～
一
九
四
五
）　

第
一
節　

研
究
動
員
―
九
州
大
学
百
年
史
か
ら
」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史

研
究
』、
三
七
号
、
令
和
四
年
三
月
、
107
～
118
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
元
徴
用
工
の
事
実
検
証
で
真
実
を
明
ら
か
に
―
日
韓
関
係
改
善
の
た
め
に
韓
国
政
府
は
調
査
を
―
」（『
日
本
時
事
評
論
』、
令
和
四
年
十
一
月
四
日
、
二
〇
〇
三

号
、
令
和
四
年
一
一
月
、
4
～
5
頁
）　

【
二
〇
二
三
年
】

〔
社
史
〕「
日
本
の
経
済
成
長
と
石
炭
近
代
化
・
工
業
化
の
牽
引
役
」、「
戦
時
中
か
ら
閉
山
ま
で
―
生
産
性
の
向
上
を
追
及
し
て
」
麻
生
グ
ル
ー
プ
一
五
〇
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
編
『
麻
生
百
五
十
年
史
』（
㈱
麻
生
、
非
売
品
、
石
炭
産
業
全
般
を
監
修
、
令
和
五
年
二
月
、
708
～
715
頁
、
846
～
895
頁
）

〔
資
料
紹
介
〕「
大
阪
府
「
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
ノ
報
償
取
扱
細
目
」」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
38
号
、
令
和
五
年
三
月
、
95
～
105
頁
）

〔
大
学
史
（
紙
版
）〕
資
料
紹
介
「
九
州
大
学
百
年
史
（
三
輪
宗
弘
執
筆
、
付
設
記
録
資
料
館
）「
第
二
八
編
第
五
第
六
節　

付
設
記
録
資
料
館
」」（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
『
エ
ネ

ル
ギ
ー
史
研
究
』、
38
号
、
令
和
五
年
三
月
、
107
～
114
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
翻
弄
さ
れ
る
日
韓
関
係
と
事
実
確
認
の
大
切
さ
―
徴
用
工
判
決
と
歴
史
認
識
―
」（
レ
イ
ン
ボ
ー
通
商
『
レ
イ
ン
ボ
ー
コ
リ
ア
通
信
』、
374
号
、
令
和
五
年
四
月
、

35
～
42
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
吉
岡
先
生
と
私
―
不
思
議
な
縁
―
」（
中
山
正
敏
・
綾
部
広
則
編
『
吉
岡
斉
を
語
る
／
吉
岡
斉
が
語
る
』、
花
書
院
、
令
和
五
年
五
月
、
177
～
179
頁
）

〔
共
著
書
〕「
裁
判
で
歴
史
事
実
を
認
定
で
き
る
の
か
―
詐
欺
的
誘
惑
や
過
酷
な
労
働
実
態
は
事
実
で
す
か
」（
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
『
歴
史
か
ら
み
た
経
済
と
社

会
』、
思
文
閣
出
版
、
令
和
五
年
一
〇
月
、
643
～
666
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
海
外
ア
ー
カ
イ
ブ
訪
問
記
―
釜
山
の
国
立
日
帝
強
制
動
員
歴
史
館
「
犯
罪
人
名
簿
」（
靈
山
面
）」（『 R

M
SJ  N

ew
s L

etter

』、
104
号
、
令
和
五
年
一
〇
月
、
12
〜
13
頁
）

〔
講
演
〕「
日
本
産
業
近
代
化
に
石
炭
産
業
が
果
た
し
た
役
割
」（
宮
若
市
リ
コ
リ
ス
、
令
和
五
年
一
〇
月
一
二
日
）
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〔
講
演
〕「
熊
本
県
に
お
け
る
公
文
書
等
の
評
価
・
選
別
に
つ
い
て
」（
大
分
県
公
文
書
館
記
録
史
料
保
存
セ
ミ
ナ
ー
、
大
分
県
立
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
、
令
和
五
年
一
一
月
一
六
日
）

〔
論
文
〕「
人
造
石
油
研
究
の
広
が
り
―
日
米
開
戦
と
及
川
海
相
、
独
の
航
空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
製
造
と
Ｐ
Ｂ
レ
ポ
ー
ト
―
」（『
化
学
史
研
究
』、
50
巻
4
号
、
185
号
、
令
和
五
年

一
二
月
、
10
～
22
頁
）

【
二
〇
二
四
年
】

〔
資
料
紹
介
・
解
題
〕「
昌
寧
郡
霊
山
面
『
犯
罪
人
名
簿
』
解
題
と
『
犯
罪
人
名
簿
』」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
39
号
、
令
和
六
年
三
月
、
103
～
115
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
学
外
研
究
員
の
田
中
直
樹
先
生
の
叙
勲
」（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ーVol.18

、
令
和
六
年
三
月
、
7
～
8
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
司
令
官
失
格
の
烙
印
を
受
け
る
―
有
馬
学
先
生
の
後
継
者
と
い
う
誉
―
」（『
足
跡
／
秀
村
選
三
記
念
誌
』
非
売
品
、
令
和
六
年
七
月
、
362
～
364
頁
）

【
二
〇
二
五
年
】

〔
そ
の
他
〕「
履
歴
と
業
績
」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』、
40
号
、
令
和
七
年
三
月
、
1 

～
18
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
熊
本
県
公
文
書
の
評
価
選
別
に
携
わ
っ
て
」（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ーVol.19

、
令
和
七
年
三
月
、
7
～
9
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
専
攻
挨
拶　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
長
と
し
て
」（
九
州
大
学
統
合
新
領
域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
、A

nnual R
eport 2024/2025

、
令
和

七
年
三
月
、
２
頁
）

〔
そ
の
他
〕「
退
職
す
る
に
あ
た
っ
て
―
と
ん
で
も
な
い
学
校
法
人
で
の
経
験
と
知
的
好
奇
心
の
大
切
さ
―
」（
九
州
大
学
統
合
新
領
域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
、

A
nnual R

eport 2024/2025

、
令
和
七
年
三
月
、
11
頁
）

〈
主
要
学
会
活
動
（
理
事
、
編
集
委
員
）〉

平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
一
月　

経
営
史
学
会　

編
集
委
員
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
ま
で
）

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
一
月　

経
営
史
学
会　

理
事
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
ま
で
）

平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
一
月　

社
会
経
済
史
学
会　

理
事
（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
ま
で
）

令
和　

三
（
二
〇
二
一
）
年
六
月　

記
録
管
理
学
会　

理
事
（
現
在
に
至
る
）

令
和　

三
（
二
〇
二
一
）
年
六
月　

記
録
管
理
学
会　

編
集
委
員
長
（
現
在
に
至
る
）
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そ
の
他
所
属
し
た
学
会
は
以
下
の
通
り
。

軍
事
史
学
会
、
化
学
史
学
会
、
科
学
史
学
会
、
中
小
企
業
学
会
、
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
、
東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
、
九
州
経
済
学
会
、
ア
メ
リ
カ
ア
ジ
ア
学
会

付
記　

ゴ
チ
ッ
ク
（
太
字
）
は
、
代
表
的
な
研
究
を
示
し
て
い
る
。




